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プロジェクトの目的と参加機関 
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大学や研究機関に分散して存在する超高層大気
地上観測データを効率的に検索・取得するための
インフラを整備する 

 IGY以来の国際共同観測事業で蓄積された多様かつ
膨大な観測データ(アナログ・デジタル)の流通 

 分野横断型のデータ解析による超高層大気長期変動
研究の進展 
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IUGONET参加機関による観測ネットワーク 
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プロジェクト概要 
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メタデータDB 超高層大気科学 

バーチャル情報拠点 

衛星、数値モデル
データへの拡張 

東北大 

PPARC 

多様かつ膨大な量の
観測データが各研究
機関に分散して存在 

メタデータのデータベースを構
築し、ネットワーク上で情報を
共有  横断検索 

観測データの可視化・
解析ツールも開発   
データ利用の促進 

メタデータ（メタ情報）
のデータベースで横
断検索を可能に 

分野を横断したデータ
の総合解析による新し
い研究を促進 



項目 H21 H22 H23 H24 H25 H26 備考 

バ
ー

チ
ャ
ル
 

情
報

拠
点
 

構築と運営 
システム導入  

 
システム増強 多点情報交換システムを各機

関に導入し、緊密な連携体制
を実現する。 

拡大 
プロジェクトの成果を総括し、
関連他分野への拡大や統合を
検討する。 

メ
タ

デ
ー

タ
D

B
 

シ
ス

テ
ム
 

システム開発 
プロトタイプ
調査・開発 
 

公開バージョ
ン開発 
 

一般に公開 
 

 
 

DSpaceをベースに、メタデ
ータの登録・検索などを行う
システムを開発する。 

システム運用 
コンピュータ
更新・増強 

メタデータDBの定常運用を
行う。定期的なカスタマイズ
を行う。 

メ
タ
デ
ー
タ
 共通フォーマッ

ト策定 

Ver.1の策定 ドキュメント
整備 

超高層大気地上観測データに
適した共通のメタデータフォ
ーマットを策定する。 

メタデータ作成 
メタデータ作
成開始 
 

メタデータDB
より公開開始 
 

各機関の観測データからメタ
データを抽出し、DB化する。 

デ
ー
タ
解
析
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

調査・仕様策定 
開発環境整備 
仕様策定 

ドキュメント
整備 

各機関の観測データに即した
可視化・解析ソフトの仕様を
策定する。 

プログラム開発 
プログラム開
発開始 

一般に公開 IDL+TDASを用いたプログラ
ム開発を進める。 

そ
の

他
 

観測DB再整備 
各機関で観測DBの再整備を
進める。未整備のデータにつ
いてもDB化をはかる。 

サイエンス研究 
 
 

各機関の観測データを活用し
た解析研究を進めながら、プ
ロダクトの自己評価を行う。 

アウトリーチ 
ホームページ
立ち上げ 
 

WebやSNSなどを利用した情
報発信、講習会などを通じた
プロダクトの普及活動を行う。 

プロジェクトの年次計画 

後半はDB化されていないデータや比較的
古いデータなどを中心に扱う 

メタデータ作成・解析ソフト
開発に対応した再整備 

後半はアナログデータのデジタル化など、
DB化されてないデータを整備する 

後半はDB化されていないデータや比較的
古いデータなどを中心に扱う 

必要に応じてフォーマットのアップデートを実施 

プロジェクトの進捗に関する情報発信、開発プロダクトの講習会開催など 

開発したプロダクトを利用し、各機関の観
測データを用いた解析を行う 



メタデータDB 

DSpaceのカスタマイズによっ
て各機関が所有する超高層大
気地上観測データのメタ情報
をデータベース化 

http://search.iugonet.org/iugonet 

現在ベータ版を公開中! 

登録メタデータ総数 (11/2現
在) 

123 万 9341 

件 ※このうち、データセットの
メタデータについては、
709件 

フリーワード検索 

時間範囲指定 

緯度経度指定 

 radar 
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メタデータDB (つづき) 

検索候補の簡易表示 

データベースの
サイトへ誘導 

詳細なメタデータを表示 



データ解析ソフトウェア - UDAS 

各機関で公開される観測データを可視化・
解 析 す る た め の ツ ー ル を 、
IDL+TDAS(THEMIS Analysis 

Software Suite)をベースにして開発 

様々な種類のデータを比較しやすいよう
に時系列プロットをスタックして表示 

専門家以外でもお手軽にデータの表示
や解析ができるようにGUIも用意 
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データ解析ソフトウェア - UDAS (つづき) 

http://www.iugonet.org/software/install.html 

現在ベータ版を公開中! 

最新版(v1.00b3)およびイン
ストールマニュアル、講習会
の資料などが IUGONETの
ホームページよりダウンロー
ドできる 

UDASはTDASのパッチとし
て配布 
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アウトリーチ活動 

開発プロダクトの普及を目指した活動を展開中 

メタデータDBやUDASの使い方、および各

機関の代表的な観測データの解析方法に
ついての集中講義。 

http://http://www.youtube.com/user/iugonet2009 

前回(2011/7/27)のデータ解析講習会の様
子 

 IUGONETチャンネル 

データ解析講習会 

メタデータDBの様々な利用方法やUDAS

を使った各データの解析例に関する動画
の置き場。 

次回は2012年2月24日を予定(@名大STE研) 
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メタデータの作成 

 IUGONET共通メタデータフォーマット
(v1.0.3)にもとづき、各機関において観
測データからメタデータを抽出中 

メタデータのチェック、バージョン管理、
データベース登録を行うシステムを作成 

メタデータ作成・登録の手引きを公開 

 IUGONET外部からのメタデータ提供も想定 
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サイエンス研究 

各機関の観測データを活用する共同研究に参加 

 開発プロダクトの自己評価 

 バグ修正、機能追加、インターフェイスの改善、etc. 

【共同研究テーマ】 

 地磁気静穏日変化の振幅変動をプロキシとした超高層大気の長期変動 

 磁気嵐時におけるグローバルな地磁気変動と電離圏擾乱ダイナモとの関係 

 赤道ジェット電流の強度変動と熱圏・中間圏における大気擾乱との関係 

 太陽画像データ解析に基づく、超高層大気への太陽紫外線の影響 

 開発プロダクトの使用例紹介 

 ユーザーの獲得 

 各機関の観測データの使用例紹介 

 データ流通・利用の促進、分野横断研究の推進 
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まとめ 

 メタデータDB、データ解析ソフトウェアの本公開 

 メタデータDBシステムの冗長化 

 IUGONETプロジェクト外部機関からのメタデータの取り込み 

 IDL Virtual Machineによるデータ解析ソフトの配布 

 データ解析講習会(年度末) 

 IUGONETプロジェクトでは、超高層大気地上観測データに関する研究
インフラ(メタデータDB・データ解析ソフトウェア)を開発している 

 プロジェクト3年目(平成23年度)の進捗： 

 メタデータDBとデータ解析ソフトウェア(UDAS)のベータ公開を開始 

 メタデータ作成に関するドキュメントを整備 

 自己評価・普及のためのサイエンス研究を進行中 

 講習会などのアウトリーチ活動を展開中 

今後(平成23年度後半)の主な予定 
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IUGONET関係の発表@SGEPSS 

【IUGONETのプロダクトに関して】 

 B010-P011「IUGONETメタデータ・データベースおよび
解析ソフトウェアの公開」(小山ほか) 

【共同研究について】 

 B010-11「地磁気静穏日変化に見られる超高層大気の長
期変動について」(新堀ほか) 

 B010-12「Long-term relationship between the 

variations of equatorial electrojet and neutral wind in 

the mesosphere and thermosphere」(阿部ほか) 
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IUGONETに関する情報発信 

http://twitter.com/#!/iugonet http://www.iugonet.org/ 
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